
　人間の体は高熱を発することにより、免疫力を上昇させ、病原体と戦おうとしま
す。このため、無理に解熱させることは、生体の防御機能を乱すことになるので必
ずしも好ましいことではない面があります。　解熱剤の使い方は

また、食事がとれない場合は、水分を多めに与えましょう。

　解熱剤は、数時間症状を抑える対処療法薬で、病気の原因を根本的に治す薬で
はありません。多くの場合、熱は２～３日は続くものです。「解熱剤」がきかない時
は病気の熱の出る勢いが解熱剤の効果より強い時です。安静にして、かかりつけ
医の指示どおり治療を続けましょう。
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